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４月以降はお客さんを入れたライブはできなかった
大塚：ロフトは、2月までは通常のライブを淡 と々やっていまし
た。最初にコロナに関連してキャンセルしたのは3月頭位です。

原口：そんな感じですよね。
河邉：うちも2月の27日まで普通にやっていました。中止になっ
たのは、2月28日の金曜日だったと思います。3月からは、い
わゆる自主企画のものは全部なくしましたね。それでも当時は4
月位には感染が収まると思っていたので、すぐに再開できるよう
に、3月のイベントを4月中旬とか後半にスケジュールをずらし
ていったんです。それがどんどん後に移動していって、結局中止

になってしまいました。

大塚：イベンター案件* とか500人入る公演とか、関わる人
が多い公演からどんどん「これはちょっとできないな」となっていっ
て。シェルターやフラワーズといった小振りなお店は3月中旬ま
でなんとかやっていました。それが3月20日位から、僕たち自
身を含め、周りの空気が変わった感じがしましたね、なんとなく。
3月22日に格闘技イベントがあったんですが、すごく批判が起
こったりもして。

原口：あと、多分影響が大きかったのは、志村けんさんが亡く
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呼ばれる多くのアーティストたちもライブハウスのステージが出発点でした。音楽ファンであれば、ライブハウスでの大切な思い
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なったこと。発表が3月30日にあって、みんながピリピリとし
始めた感じがありましたね。

河邉：そうですね、そこが結構ターニングポイントでした。
原口：4月はもう全くダメ
です。全然営業したような
感じではない営業というか。

河邉：4月の7日に非常
事態宣言が出された。

原口：それからもうライブ
はなくなってしまいました。
今は無観客で配信ライブを
やっています。

配信ライブはいろんな可能性がある
大塚：ロフトでは、ロフトプラスワン*で文化人や芸人さんが
趣味の話をして、ご飯食べながらそれを聞くプログラムがあっ
て、そのまま配信番組にしやすいんですね。それで、すぐ配信
をやろうということになりました。2011年の3.11震災の時に
Ustreamで被災地に向けて無料配信をやっていたので、その時
の機材もあったりして、4月上旬から始めることができたんです。
今後、収益を上げるのは配信だろうと考え、その他の機材も揃
えました。

河邉：うちは個人経営なので、正直なかなかそこまで手が回ら
なかった。4月の決まっていたイベントを全部ばらしていく作業
に追われてしまって、ただ後始末をしている状態でした。5月に
入ってから、これはもう配信ライブをするしかないと思ったんで
すが、ただ何を揃えたらいいのか分からなかった。もう調べまく
りました。やっと5月の中旬くらいに機材が用意できて、そこか
ら速攻で始めて、今やっとという感じですね。

大塚：振り返って思い出すと、4月に配信ライブをやろうとして
もミュージシャンが出てくれなかった。そもそも家から出なかっ
たし、バンド自体がリハーサルすらやってなかったですね。

河邉：しかも東京都の自粛協力金の条件に配信ライブがひっか
かっちゃった。配信ライブをやったら協力金をいただけないという

話だった。それが5月に入って、配信ライブはOKと変更になった。

原口：うちも配信ライブをやっていますけど、難しい問題があっ
て。実はうちは配信してもお金にならないんです。YouTubeの
ルールで、登録者数が1,000 人いないとダメだとか、4,000
時間以上見てもらわないといけないとか。そこをクリアしないと
収益化ができないんですね。

大塚：配信については、うちも含めみんな勉強し始めたところ
ですもんね。今はみんなが「よーいドン」で配信について勉強し
ている段階だと思います。

原口：今後はガイドラインを守って、お客さんをちょこっと入れ
ながら、配信もするみたいな流れになってくると思いますね。

大塚：そうですね。いつになるか分からないですけど、キャパの
半分以上スタンディングで入れられるようになって、同時に配信
すれば、今までよりも収益が上がる可能性もあるかもしれない。

原口：いい意味で言うと、配信ライブは地方の人が東京のライ
ブハウスに行かなくても、気になるアーティストを見られるのが
すごくいいなと思う。東京のバンドが全国で見られるし、地方の
バンドも全国で見てもらえる、そういう可能性も出てきますよね。

河邉：知名度があるアーティストはキャパを飛び越して、例えば
ここでやってもお客さんは100人しか入らないけど、配信ライ
ブなら1,000 人でも見て
もらえる。だけど、生でワ
イワイ盛り上がっての飲食
の売り上げがないと、知名
度のない若手のブッキング
は厳しくなってきますよね。
アーティストを育てるとい
う僕らライブハウスが担っ
てきた役割に反することに
なってしまう。だからこそ、僕はカメラだったり、ライブストリー
ミング用ソフトだったりを一から勉強して、自分で配信できるよ
うにしました。外部のスタッフさんに依頼すると予算的な問題が
出て、出し物が限定されてしまう。それだけはしたくなかったん
です。通常のライブが戻ってきたら配信はやめるとかじゃない。

下北沢ろくでもない夜
店長　原口雄介

伝説のライブハウス「下北沢屋根裏」の
かつてのスタッフが “ 聖地 ”を残そうと集
結。2015 年 5月から「下北沢ろくでも
ない夜」と名前を変え、たくさんの音楽と
笑顔と感動を発信しています。
https://www.69demonai46.com/

ロフトプロジェクト
音楽部統括部長　大塚智昭

新宿LOFT / LOFT HEAVEN / 下北沢
SHELTER / Flowers Loft の全店管理、
LOFT RECORDSプロデューサー、音
楽フェスの制作、シンガーソングライター
SIONのエージェントを担当。
http://www.loft-prj.co.jp/

三軒茶屋GRAPEFRUIT MOON
店長　河邉健吾

ライブカフェ＆バーというスタンスながら、
弾き語りやアコースティックライブはもち
ろん、ロックやソウル、ジャズのライブも
行われるオールジャンルなライブハウス。
http://www.grapefruit-moon.com/

出 席 者

座談会　日時：2020年7月3日　場所： 三軒茶屋GRAPEFRUIT MOON 
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ライブと配信を両輪でやっていければ、収益も上げていけるの
かもしれない。2021年に、今までの赤字分を取り返せるもの
になったらベストだと考えています。

大塚：そうですね。両輪になると思います。
河邉：まだ会社にも行けない、外に出られないという方とかも
いらっしゃると思います。今、僕らがやっている配信のクオリティ
もどんどん上がっていっていますから、配信ライブをぜひ一度楽
しんでみてください。

ゴールが見えないトンネルの中を全力で走っている

大塚：ロフトは7月から少しづつお客さんを入れたライブを始
めています。

原口：ろくでもない夜も6月20日くらいから再開しました。
河邉：GRAPEFRUIT MOONも今週末（7月4日）から始め
る予定です。正直なところ、お客さんを入れないとちょっとお店
が厳しいですね。本当にこのままの状況が続いたら、来年には
廃業すると思います。

原口：8月のスケジュールが全部埋まっているお店はないと思
うんですよ、もうポコポコ空いている。9月も同じようなものです。
通常は大体3か月先まではスケジュールが埋まっている。今は
そんなお店はどこにもないんじゃないかな。

大塚：正直今の時点で8月はどうなるのか、9月がどうなるの
かは分からない。「8月からやっていいよ」と言われても、8月
からブッキングできるものでもないですし、お客さんも集められ
ないです。じゃあ、今年の年末だったら通常営業できるのかって、
結局は分からない。ただがんばるだけ。ゴールが見えないトン
ネルの中を全力で走っている、そんな感じです。

原口：今回のコロナ感染を別にしても、ライブハウスって、なん
か怖いイメージがあるじゃないですか。暗くて、煙草臭くてみた
いな。でもそういうお店はだんだん減ってきたと思いますよ。全

然怖くないんで、ライブハウス未経験者の方にもぜひ一度来て
いただきたいです。お店に入って、もし怖いと思ったらスタッフに
話しかけてくれれば、お相手しますから。一人ぼっちでも寂しく
ないです、はい！（笑） 

大塚：ロフトは元 ロ々ックカ
フェ、ロック喫茶から始まっ
たので、下北沢のフラワー
ズもバー営業を常にやって
います。音楽だけじゃなくて、
お茶やお酒、ご飯とかも他
の飲食店にも負けないくら
いがんばっているんで。ぜ
ひライブ目的以外でも来てくれたらいいなあと思います。

河邉：うちもレストラン営業しています。食事には力を入れてい
るんで、それを楽しんでいただきたいと思います。

原口：はい、うちもチケット代なしでバースペースに入れます（笑）
河邉：本当にライブハウスは全然怖いところじゃない。今回コロ
ナ騒動でライブハウスは危ないところで行くべきじゃないって逆
風が吹いてしまって、悲しいことだったんですけど。どのお店も
全然クローズドな感じではないです。誰でも気軽に入ってきても
らって、より多くの人にアーティストを観てもらう、新しい出会い
を提供する、それがライブハウスの仕事だと思っています。

大塚 原口：そうですね。

＊ イベンター案件…外部の制作者によるコンサート・イベントなど。

＊ ロフトプラスワン…様 な々ジャンルの知識、経験をもった人を「一日店長」と
して招き、独りで、もしくはMC、ゲストを交えて、テーマを決めて話をするトー

クライブハウス。

撮影：KAZNIKI


